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資 料
大学一般教育体育実技のスノーボード授業に対する受講学生の意識
山口立雄 (岡山大学教育学部)
本研究は､スノー ボード集中講義の履修希望学生および受講生を対象に､スノー ボード授業に対する意織を調査したも
のである｡授業実施前と実施後にアンケートを実施した結果､学生の意識が以下の如く明らかになった｡即ち､受講の動
機としては以前から体験を望んでおり､授業にはスキルの向上や知識の獲得を期待していた｡実習期間としては2泊3日､
実習地には近くを望んでいる｡約4万円の費用は半数以上が妥当とみなしている｡本集中講義の総合的評価は高かった｡
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I.研究目的
スノーボード人口の増加のピークは過ぎたとはいえ､
まだまだ若年齢層に人気があるスポーツである｡それ故､
近年､学校教育の中で取り上げられるようになってきて
いる｡しかし､ノー ボードにはその特性故の傷害事故発
生率の高さと程度の重さという側面があり1)それが普及
の妨げになっているように感じられる｡大学においても
スノーボーM受業の実施状況はまだまだ少なく､2005
年の大学体育連合の調査2)iこよれば､授業名に ｢スノー
ボード｣を明確に請ったケースはアンケートに回答した
大学220校中5校程度である｡体育実技授業においては､
未だ一般的種目としての地位を確保するに至っていな
い状況である｡しかし､その一方で体育教員の研修は毎
年継続されており3)普及に努力する動きも存在する｡
このような状況の中で､0大学でもスノーボードが
2(X娼年度から｢般体育科日として開許され､第1回の
授業が終了した｡そこで本研究では､この授業に対する
履修学生の意杜を明らかにし､今後の授業内容質的向上
に寄与する資料を得ることを目的とした｡
Ⅱ.方法
1.対象授業
対象授業は､大学体育実技として開講されたスノーボ
ード (以下スノボと略すことあり)の集中授業とした｡
定見は20人で､担当スタッフは専任教員､非常勤漸 両､
TA各 1人の3人であった｡
2.学生の意識調査
授業の前後に実施したアンケートにより履修学生の
意鼓を調査した｡アンケートは自記式配布回収法とした｡
質問紙は属性を問うフェイスシートの他 9間で構成し
た｡
表1.受講学生一覧
No. 学部 学年 性別
1 敬 3 M
2 文 2 M
3 文 2 M
4 法 1 F
5 汰 2 M
6 汰 2 F
7 法 2 M
8 医 1 M
9 匡 1 M
10 医 1 F
ll 医 1 F
12 医 1 M
13 哩 1 M
14 哩 1 M
15 檀 1 ド
16 環 1 F
17 法Ⅱ 4 M
18 法Ⅱ 4 F
受誇前のアンケー トは､抽選会に出席した履修希望者
を対象として実施し､受諦狩の意鼓を調査した｡授業後
のアンケートは､実習参加者を対象に最終日の筆記試験
時に実施し､実習体験後の意識を調べた｡また､実習前
後の両方のアンケー トに回答した者のデータから､授業
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体験前後の意識の変化を比較した｡
Ⅱ.結果と考察
1.対象授業と履修者について
授業は､0大学の'(娼年度一般教育科目後期集中謙義
として開講された ｢スポーツ実習 B(スノー ボード)｣
であった｡この講義は在学するすべての学生が履修可で
ある｡履修者は希望者 28人から抽選により定員の 20
人を決定した｡しかし､講義実施前に数名の履修取り止
めがあり補欠外からも欠点補充をした｡出発直前の 20
人からもやむを得ない理由で1人が不参加となり､実際
に参加したのは19人であった｡履修学生一覧を表1に
示した｡
表2,履俸希望学生一覧
No.学部 学年 性別
1 赦 3 M
2 文 2 M
3 文 2 M
4 汰 1 M
6 演 1 F
9 法 2 M
10 法 2 M
5 汰 2 F
7 汰 3 M
8 法 4 ド
ll 経 3 F
12 経 5 F
13 医 1 F
14 医 1 F
15 医 1 F
16 医 1 M
17 医 1 M
18 医 1 M
19 医 1 F
20 哩 1 M
21 哩 1 M
22 哩 2 M
23 哩 2 M
24 潔 1 F
25 環 1 F
26 檀 1 F
実施期間は 1月初旬に2泊3日の日程で隣県のスキ
ー場で開講された｡指導スタッフと受詳学生は貸し切り
バスで大学との間を往復した｡
参加者の所属学部は10学部中6学部にわたった｡性
別は男子11人､女子8人でやや男子が多かった｡学年
別には1年生が20人中10人で過半数を占めたや2年生
が5人､3年生が1人､4年生が2人､5年生が1人と
学年が進むに連れて履修者が減少していく傾向であっ
た｡
スノー スポーツの経験は､スキー歴20年とスノボ歴
1年の者が各々1人計2人いるのみで､経験者率は10.5%
であった｡スノー スポーツの経験が少なく､スノボに関
してはほぼ未経験といえる集団であった｡
2.スノーボード授業に対する意鼓
①受講前のアンケー ト結果
履修希望者28人を対象として実施し､27通の回答を
得た｡回収率は96.4%であった｡
回答者の属性を表2に示した｡履修希望学生の所属学部
は10学部中､教､文､法､経､医､理､環の6学部で
過半数を超えていたが､農､薬､工､歯の4学部からは
希望者がなかった｡内訳は理系文系とも3学部で偏りは
なかった｡性別は男子15人､女子12人で男子がやや多
かった｡学年別には1年生が27人中14人で過半数を
占めた｡2年生が7人､3年生が3人､4年生が2人､
5年生が1人と学年が進むに連れて履修希望者が減少し
ていく傾向であった｡
回答者中のスノースポーツ経験者は6人であった｡内
訳はスキー歴がある者が3人で経験年数は20,12,9年で
あり､スノボ歴がある者が3人で経験年数は各4β,1年
であった｡全員に対する経験者の割合は22.2%であり､
未経験者の多い集団であった.
以下にアンケー トの結果を記す｡
Q1.本講義を何で知ったか?
図1.01r本講義を何で知つたか?｣への回答
4%4,i 2%
19%-:=≡l一,I■(-51,i ■掲示■ソフハス□女蓮田教職員その他
情報源について ｢シラバス｣と回答した者が 14人
51.9%､以下 ｢掲示板｣が6人22.2%､｢友達｣5人18.5%
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であり､｢教耽員｣と｢その他｣が各1人3.7%であった｡
｢シラバス｣と ｢掲示板｣の合計が74.1%となり､事務
的手段が機能していると考えられるが万全ではなく､
r友達｣も情報伝達経路の一部を担っていると推察でき
たや
Q2.受講の動機は?
16人55.2%が ｢前から体験したかった｣と回答した｡
次いで ｢集中で単位が取れる｣が6人20.7%､｢友達に
誘われた｣と ｢その他｣が各3人 10.3%であった｡｢友
達を作りたい｣は1人3.4%､であった｡約6割が ｢前
から体験したかった｣と回答しており､スノボ技能習得
に対するニーズがあづた事が推察される｡｢集中で単位
が取れる｣が約2割で2位であるが､何らかの理由で通
常授業に出席できないが単位が必要であるという事情
を抱えた学生にとって､休業中の集中講義は歓迎される
存在かも知れない｡｢友達を作りたい｣という回答が少
数であったが､既に十分な交友関係を構築しているのか､
そういう状況にないにも関わらず新たな交友関係を持
つ事に意欲がないのか気がかりな点である｡
Q3.講義に一番期待する事は?
｢スキル向上｣が 19人 54.3%､｢知織の獲得｣が 8
人22.9%と上位であった｡｢単位取得｣が3人8.6%､｢友
達をつくる｣と｢未知の地へ行く｣がそれぞれ2人5.7%､
｢その他｣が1人2.9%であった｡講義内容に直結する
上位2項目で8割弱を占める事から､学習意欲の高い集
団と解されるが､担当教員に提出するアンケートなので
額面通りに受け取れないかも知れない｡
Q4.開催時期は?
図4.rQ4.開鍵時期J-の回答
4%
23% i p:A 8これで良い■12月末
.% こ野､ E3正月三が日日新年始*il前
.J7. 61% J故期甜 終了故dLNA.その他
0% tL一
｢これでよい｣(正月三ヶ日後から始業までの期間)
が61.5%であった｡次いで r後期試験終了後｣が23.1%
であり､｢12月末｣の7.7%､｢新年始業直前｣､｢NA,そ
の他｣が各々3.8%でそれに続いた｡｢正月三ヶ日｣と回
答した者はいなかった｡回答率が高かった期間は､シラ
バスで予告していた期間であり､その予定で参加を希望
してきたのであるから当然の結果といえる｡ただ､｢後
期試験終了後｣と回答した2割強の希望者は他の要因を
康先させて実施期間については妥協した可能性がある｡
従って､シラバスでこの期間を提示すれば希望者が集ま
る可能性が示唆される｡開催期間の侯輪として考慮して
良いだろう｡
Q5.期間の長さは?
｢これでよい｣(2泊3日)､｢3泊4日｣､｢3泊4日｣
の順に 88.0%､8.0%､4.0%であり､期間が長くなるに
従って回答率が低くなった｡｢その他Jは0.0%であった｡
回答率が高かった ｢2泊3日｣であるが､新規のスキル
習得という面からは最低限度の期間だと考えられる｡長
期にすれば経費が高くなるが､疲労やスキル定着などの
点を考慮すればもう1泊長くてもいいかも知れない｡
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Q6.集合解散は?
｢貸し切りバス｣が88.0%と高率であり､次いで ｢現
地集合解散｣が12.0%であった｡｢その他｣は0.0%であ
った｡講習会場と自宅が近く､現地集合解散が好都合で
ある履修者もいるだろうが､往復の事故防止や円滑な予
定の消化を考慮すれば､全員が同一行動となる ｢貸し切
りバス｣が最善策であろうと考えられる｡
Q7.実習地の希望は?
｢近県｣が44.4%で最多であった｡｢県内｣が25.9%､
｢信州｣が22.2%と同様な値でこれに続いた｡｢北海道｣
は7.4%で ｢その他｣は0.0%であった｡この回答結果か
らは遠距離の移動を望んでいないと考えられる｡しかし､
スノースポーツ体験の有無別にみると､｢信州｣､｢北海
道｣を希望した6人中には､スノボ経験者4人とスキー
経扱者1人の計5人がいることが示された｡スノー スポ
ーツ経験者で ｢信州｣､｢北海道｣を希望しない者が1名
であることから､スノー スポーツ経験者は遠方を希望す
る傾向があると言える｡従って､受講者のニーズを満た
すには､スノー スポーツ未練 者の講習は近場で実施し､
受講者に経験者が多い対講習ならば遠距離に実習会場
を設定するのが良いと考えられる｡
Q8.許習種目は?
｢スノボのみで良い｣が56.0%､｢スキーのみで良い｣
は0.0%であった｡｢両者から選択｣は44.0%の回答率で
あった｡｢その他｣は0.0%であった｡スノボの講義の受
講を希望してきた者の意見とすれば､スノボに偏った結
果は当然と考えられる｡しかしそれでも ｢(スキー､ス
ノボの)両方からの選択｣が45.0%あったことは､スキ
ーに対するニーズもあることを伺わせる｡スノー スポー
ツ実習の種目採用時に考慮すべき点と考えられる｡従っ
て､スキーとスノボの両コー スを用意し､両方からの選
択が理想であろう｡
Q9.費用は?
｢土んなもの｣(レンタル料金を除き2泊3日の全費
用を約4万円と提示した)が64.0%と最多で､｢高い｣
の24.0.0%､｢分からない｣の12.0%がこれに続いた｡｢安
い｣と ｢その他｣は0.0%であった｡｢高い｣と回答した
者は､全員が経験佳日にスノー スポーツ種目を記してな
いことから､未休験故に交通弁､宿泊費､リフト代が必
須であることが理解できてないのかも知れなし㌔スノー
スポーツ経験者6人 (スキーが2人､スノボが4人)の
中では､スキー経験者1人が ｢分からない｣と回答した
以外は､皆 ｢こんなもの｣と回答していることから､費
用は概ね適正とみなされていると考えられる｡
②受講後のアンケート結果と受講前後の比較
実習参加者 19人を対象に最終日前日の筆記試敦時に
実施19通の回答を得た｡回収率は10%であった｡回
答者の所属学部は10学部中､教､文､法､経､医､理､
環の6学部であった｡内訳は理系文系とも3学部でかた
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よりはなかった｡性別は男子11人､女子8人で男子が
やや多かった｡学年別にみると1年生が19人中10人
と過半数で､2年生が5人あった｡そして3年生が1人､
4年生が2人､5年生が1人と学年が進むに連れて参加
者が減少していく傾向であった｡1.2年生両者で78.9%
を占め､低学年生が多い集団であった｡
回答者中のスノー スポーツ紳 者は､スキー歴がある
者 1人 (経験20年)､スノボ歴がある者 1人 (経験 1
午)の計 2人であった｡全員に対する経験者の割合は
22.2%であり､スノー スポーツ未経執着の多い集団であ
った｡
以下にアンケートの結果を記す｡また､受謙前後のア
ンケー トで共通する質問項目については回答の変化に
ついて検討した｡
Ql.受許の動機は満たされたか?
全員が ｢大いに満たされた｣と回答した｡事前粥査で
は ｢前から体験したかった｣､｢集中で単位が取れる｣が
蛾 の上位であった｡｢体験したかった｣が満たされた
のは当然であるが､成練発表以前に ｢単位がとれる｣が
満たされたと判断できるということは､実技面と知鼓面
の両方で十分な美練を上げ得たという自信の表れと考
えられ､指導者側からみれば棉 義の日棟が達成された
ことの証とみなしてよいだろう｡また､｢友達に誘われ
た｣および ｢友達を作りたい｣に良い評価を与えている
点からは､合宿形式の学外授業が､新しい人間関係をつ
くり､友人同士の相互理解をさらに深める機能を有して
いる享を示していると考えられる｡
Q2.講義に一番期待する事は満たされたか?
｢大いに満たされた｣の84.2%と ｢やや満たされた｣
の15.8%が回答の全てであった勺程度の凄いはあれ､全
員がそれぞれ一番期待した事項に満足できたというこ
とは大変有意義なことといえるO事前には期待する事項
として rスキル向上｣､｢知織の獲得｣が上位に挙げられ
ていたことから､実技実習の方法や座学での謙義内容が
ニーズに合致し､高い評価を与えたと考えられる｡その
他､｢単位取得｣､｢友達をつくる｣､｢未知の地-行く｣
挙げられていたが､地理的に移動を伴う合宿集団生活を
要求する集中鎌義の利点が具現されたと考えられる｡し
かし､担当教員に提出するアンケートなので多少割り引
いて受け取る必要があるかも知れない｡
Q3.開催時期は?
1008i4○2JP屯11. 圏
.rT.一天■. .ド.周 .｢｢
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rこれでよい｣(正月三ヶ日後から始業までの期間)
が83.3%であった｡次いで ｢後期試執終了後｣が11.1%
であり､｢正月三ヶ日｣､｢12月末｣､｢新年始業直前｣､｢そ
の他｣と回答した者はいなかOた.この実施期間を藩切
とする回答率が高かったのは､履修者がシラバスで予告
された期間を希望してきたのであるから当然の結果と
いえる｡ただ､｢後期試験終了後｣と回答した約 1割の
希望者は他の要因を優先させて実施期間については妥
協した可能性がある｡従って､シラバスでこの期間を提
示すれば希望者が集まる可能性が示唆される｡開催期間
の候補として考慮して良いだろう｡受謙前後の回答を比
較すると､免弛杓に無回答だった1人が ｢後期稚 終了
後｣と回答したにとどまり大きな違いはなかったといえ
る｡
Q4.期間の長さは?
1008642■o 臣重要.円
これでAい 3泊4日 4泊6E] その他
授業期間の長さについては全員が ｢これでよい｣(2
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泊3日)と回答した｡事前の回答では ｢3泊4日｣が2
人､｢4泊5日｣が1人の計3人が長い期間を希望して
いたが､すべて短い期間 ｢2泊3日｣-移行した｡理由
は不明だが､回答を変更した者のなかに技能習得に難渋
していた者が含まれることから､予想以上に肉体的負担
が大きかったことが考えられる｡2泊3日という長さは
未習スキルの習得という面からは最低限度の期間だと
考えられ､スキルの確固とした定着という観点からはも
う1泊長くても良いかも知れないとも思われる｡しかし､
期間延長に際しては受講生側の心身の疲労の度合いを
十分に考慮する必要があろう｡
Q5.集合解散は?
.集合解散の仕方については全員が ｢貸し切りバス｣と
回答した｡事前の回答では ｢現地集合解散｣と回答した
者が2人いたが､実際に移動を体験して｢貸し切りバス｣
の利便性を認鼓したのであろうと考えられる｡
Q6.実習地の希望は? (複数回答)
1008642図1 盟
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県内 近県 信州 北海道 その他
｢近県｣が61.9%で最多であった ｢県内｣が23.8%､
｢倍,州｣が 14.3%でこれに続いた｡｢北海道｣と ｢その
他｣は 0.0%であった｡希望地の順位と回答率は事前ア
ンケートとほぼ同様であった｡事前諏査時に1人ながら
r]蛸i道｣を希望する者がいたが事後では r北海道｣の
希望はなく､ある程度の滑走技能を習得しても通常の地
を実習地に希望することはないと考えられる｡
Q7.講習種目は?
｢(スキー､スノボの)両者から選択｣が 55.6%で最
多の回答率であった｡｢スノボのみで良い｣は 44,4%､
｢スキーのみで良い｣と ｢その他｣は 0.α姑であった｡
受講前に比べると ｢スノボのみ｣が3人減り ｢両方から
選択｣が3人増えた為､順位が逆転した｡スノボを体敦
したことにより他のスノー スポーツ種目-の興味が喚
起されたのかも知れない.従って､事欄 査の結果から
確羅できたスキーとスノボの両コースからの選択が望
ましいと思われる｡
Q8.兼用は?
1008642PI 臣重要
･∴. .rlZEl.
.iQJ,i,wo㌔ ㌔
経費については｢こんなもの｣が61.1%で最多であり､
｢高い｣が22.2%､｢分からない｣が11.1%､｢安い｣が
5.6%であった｡｢その他｣は0.α姑であった｡事前に比べ
ると項目毎の回答率と順位はほぼ同様であったが､｢高
い｣と回答した者が1人減り､0人であった ｢安い｣の
回答者が1人増えた｡スノー スポーツ独自の必要経斉に
ついて適切な認鼓が芽生えてきたのかも知れない｡
Q9.この許義の総合的評価は?
本集中談義に対する評価は｢大変良い｣が78.9%で｢や
や良い｣と ｢普通｣が 10.1%であった｡｢やや悪い｣と
｢大変悪い｣は 0.0%であった｡主催者側に提出するア
ンケートに悪い評価は書きにくいという点を考慮して
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Title : The consciousness of the students for the snowboarding class of the general education of university
Tatsuo YAMAGUCHI (Faculty of Education Okayama University)
Abstract : This study investigated the consciousness of the student for the snowboarding intensive lecture. The
questionnaire was performed in the beginning and end of the intensive lecture. By it, the consciousness of the
student became clear as follows. The students always longed to snowboard. And they wished a skill improving by a
class and they want to get knowledge about the snowboarding. They judged that it was appropriate to do a class for
three days. The students wished they took a class in a slope nearby. More than their half thought that it was proper
to need about 40,000 yen expense. Their general evaluation for this intensive lecture was high.
Keyword: Snowboarding, Athletics class, Intensive lecture, Questionnaire
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